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質 問 者 件   名 要           旨 
質問の

相手方

１野村広志 １ 所信表明について ⑴ 今回の市長選挙の経過と結果を踏まえ、今後の市政

運営に対する考え方を問う。 

① 住みやすく、魅力ある「新しい志布志市」とは何

か考えを問う。 

② 移住定住につながる子育て支援の在り方について

考え方を問う。 

③ 医療体制の現状を踏まえ、今後の地域医療の在り

方について考えを問う。 

④ 志布志港に期待される様々な背景を踏まえ、本市

の基幹産業である農業発展のために、どのように寄

与させていくのか考えを問う。 

⑤ 市役所の庁舎の在り方について考えを問う。 

⑥ 行財政改革における、財源の確保と事業の選択に

ついて考えを問う。 

⑦ 市内全域における地域の特性を生かした、公平・

平等な新しいまちづくりについて考えを問う。 

市 長

２小野広嗣 １ 所信表明について ⑴ 政治姿勢について 

① 今回の市長選挙の投票結果で示された市民の思い

を、どのように受け止めているのか。 

② 市長のまちづくりの基本は、市民が主役のまちづ

くりを推進し、市民生活の利便性を図ることにある

と理解するが、実現に向けた方策として、市長のリ

ーダーシップや職員の意識付けについて考えを問

う。 

③ 「もっと市民の声をしっかりと聞く」ことの必要

性を述べているが、今後の市民とのコミュニケーシ

ョンづくりの方向性について問う。 

市 長
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２小野広嗣 １ 所信表明について ⑵ 政策ビジョンについて 

① 住みやすい、魅力ある新しい志布志市 

「若者に魅力あるまちづくりを進めるために、10

年後を見据えた将来性のある事業を展開する」とあ

るが、現時点での展望を示せ。また、「志布志地区の

資源を総合的に保存・整備するために歴史のまちづ

くり事業を推進する」とあるが、それは、本市がこ

れまで取り組んできた施策の延長線上にあるのか、

視点を変えた新しい展開になるのか、その方向性に

ついて問う。 

② 安心して子育てができるまち 

「『子育てするなら志布志市』と言われるように、

移住にもつながるような子育て支援策に取り組めな

いか、保育料の軽減等も含めて総合的に検討する」

と述べ、「様々な支援策により、行ってみたいまち、

住んでみたいまち、住んでよかったまちを目指す」

とあり、それには庁内横断的な視野と施策が必要と

思うが、実現に向けた考えを問う。 

③ 身近で安心な医療体制の充実 

緊急医療体制の充実が必要不可欠であるとの認識

から、「産科医を含め緊急医療体制が整った病院を志

布志市に持ってくることができないか、関係機関や

大学等と連携して検討する」とあり、この問題はこ

れまでも様々な検討がなされてきたが、未だその方

向性は見えていない。市長の現状認識と、問題解決

に向けた意気込みを問う。 

④ 海外市場も視野に、基幹産業及び商工観光業等の

振興 

「旅行エージェントとの企画ツアーやスポーツ合

宿等、今後志布志航路のさらなる利用促進など観光

振興に努める」とあるが、将来的にクルーズ船の誘

致などに取り組む考えはないか。 

市 長

⑶ 新しいまちづくりについて 

「松山地域、有明地域、志布志地域という言い方に

変えていき、それぞれの地域の長所や特性を活かして

『オール志布志市』でまちづくりを推進したい」とあ

るが、実現するための方策について問う。 

市 長

２ 教育行政について ⑴ 教育大綱に掲げた目標の見直しを検討するのか。ま

た、児童生徒の学習意欲の向上や、確かな学力の向上

へ向けた今後の取り組みについて問う。 

市 長

教育長
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３青山浩二 １ 市内高等学校の支援

について 

⑴ 志布志高校スクールバスが平成29年９月から減便に

なって以来、高校・保護者から便数の復元に向けての

要望を多く聞く。保護者等からの要望は届けられてい

ないのか。また、以前のような体制に戻す取り組みは

考えられないのか問う。 

市 長

教育長

⑵ 志布志高校への支援事業として、志布志市内の生徒

に限り、スクールバス代２分の１を支援しているが、

生徒確保の観点からも、志布志市外のバス利用生徒に

も支援することはできないか問う。 

市 長

教育長

⑶ 各種検定受験支援補助金は、志布志高校と尚志館高

校の特進科及び普通科の生徒を対象にしているが、尚

志館高校の他の学科の生徒にも支援できないか問う。

市 長

教育長

２ 住宅政策について ⑴ 有明地域で、人口減少、児童・生徒減少、地域活性

化対策として取り組んでいる地域活性化住宅が、平成

30年９月を皮切りに、順次15年の契約満了を迎える。

現在、市と入居者、また所有者と入居者とで協議がな

されているが、その内容と今後の方向性及び対策につ

いて問う。 

市 長

４八代 誠 １ 公共事業について ⑴ 東九州自動車道の整備関連工事において、市内に本

社を置く建設会社の受注実績と、今後の発注見込みに

ついて問う。 

市 長

⑵ 総事業費約106億円という「国際バルク戦略港湾」と

しての志布志港港湾整備事業が開始される。市内に本

社を置く事業者の参入を図れないか問う。 

市 長

⑶ 東九州自動車道の曽於弥五郎インターと都城志布志

道路の有明北インターを連結するアクセス道の整備を

要望する考えはないか問う。 

市 長

２ 市内農家の農業従事

者確保について 

⑴ 市内の農家における農業従事者確保の現状について

問う。 

市 長

⑵ 農業従事者への雇用促進に対する補助制度は検討で

きないか問う。 

市 長
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５平野栄作 １ 地域活性化について ⑴ 志布志港周辺地では、道路網の拡充により、更なる

進展が期待され、更に当該地域への人口集中も予想さ

れる。一方、その後背地である農村部においては、高

齢化の進展に加え、新規住宅用地の確保等も見込めず、

人口減少に歯止めがかからないのではと危惧されるこ

とから、以下の点について問う。 

① 公的な住宅政策をどのように展開していくのか。

② 空き家調査等を実施してきているが、その情報を

どのように活用しているのか。 

③ ピーマン以外の作物での新規就農者対策も力を入

れていく必要があると感じるが、他組織と連携した

取り組みを行うことは考えていないのか。 

市 長

２ 公民館運営について ⑴ 各地区公民館では、これまで地域の特性に合わせた

活動を展開し、地域内の交流促進等を図ってきている。

また、自治会未加入、戸数減少、児童数減少、校区活

性化に向けた取り組み等、課題が山積している現状が

ある。このような中、公民館助成金が一律カットされ

ていく現状を踏まえ、以下の点について問う。 

① 公民館への支援の見直しはできないか。 

② 小規模の公民館においては、移住定住が進まない

中、地域力による課題解決を図る取り組みが必要と

なる。これらの点を加味し、小規模公民館へ配慮し

た助成の在り方は検討できないか。 

市 長

教育長

６市ヶ谷 孝 １ 所信表明について ⑴ 「係制からグループ制への移行を検討」とあるが、

導入の過渡期に住民サービスの質の低下を招かないよ

うに配慮する必要があると考える。今後の方針につい

ての考えを問う。 

市 長

⑵ 人口減少対策として「起業支援センター」や「移住

定住支援コーディネーター」を設置し、各種支援を行

っていくとあるが、具体的な展開について問う。 

市 長

２ 道路行政について ⑴ 市内には、地元住民が長年要望を上げながらも様々

な要因で整備されていない未舗装道路が多く存在す

る。それらの整備について、どのような展望を持ち、

取り組んでいく考えなのか問う。 

市 長

７久井仁貴 １ 人口減少について ⑴ 人口減少問題が世間で騒がれているが、人口減少が

もたらす課題をどのように捉えているのか問う。 

市 長

⑵ 人口減少対策として、本市はどのようなことに取り

組んでいこうと考えているのか問う。 

市 長
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７久井仁貴 ２ 所信表明について ⑴ 所信表明の中で、政策実施においては「市民目線」

と「市民が主役のまちづくり」が基本となると述べて

いるが、「市民目線で市民が主役のまちづくり」に基づ

く具体的な取り組みと、市役所職員の在り方について

問う。 

市 長

３ 資源ごみの回収につ

いて 

⑴ 資源ごみ回収の現状と今後について問う。 市 長

⑵ 志布志市ポータルサイトのごみ収集日程表について

問う。 

市 長

８鶴迫京子 １ 所信表明について ⑴ 政策ビジョンの「身近で安心な医療体制の充実」に

ついて 

① 「大隅４市５町保健医療推進協議会では、特に不

足している産科医療体制につきまして、広域で医師

確保に取り組んでいる」とあるが、現状を問う。 

② 「今後、都城志布志道路や東九州自動車道など、

インフラ整備がされ、交通アクセスが充実してくる

が、産科医を含め緊急医療体制が整った病院を志布

志市に持ってくることができないか、関係機関や大

学等と連携して検討する」とあるが、どのように取

り組んでいくのか問う。 

③ ひとり親家庭医療費助成事業の窓口申請の簡素化

について、平成28年12月定例会で一般質問したが、

その後の進捗状況を問う。また、重度心身障害者医

療費助成金支給申請についても、重度心身障がい者

にとって困難を強いられている一連の処理を、医療

機関と行政の連携により簡素化するべきであると考

えるがどうか。 

市 長

９岩根賢二 １ ワンストップ窓口の

設置について 

⑴ 所信表明に「行政は最大のサービス業」とある。こ

のことを具現化するために「ワンストップ窓口」を設

置する考えはないか。 

市 長

２ 庁舎の在り方につい

て 

⑴ 所信表明によると、庁舎の在り方については移転あ

りきの論調であるが、もっと幅広く市民の意見を聴く

べきではないか。 

市 長

10福重彰史 １ 政治姿勢について ⑴ 選挙を通して何を感じたか。 市 長

⑵ 市民によっては、期待と不安が交錯していると思う

が、そのような不安をどのように受け止めているか問

う。 

市 長

２ 公約について ⑴ 市長退職金の返上について 

① なぜ返上する考えなのか 

② 今後の返上までの事務手続きについて問う。 

市 長
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10福重彰史 ２ 公約について ⑵ 本庁舎の在り方について 

① どのように考えているか、基本的な考え方につい

て問う。 

② 志布志支所に移転する本庁機能とは、具体的にど

ういったことなのか問う。 

市 長

３ 道路行政について ⑴ 県道柿之木志布志線の弓場ヶ尾地区の改良計画の見

通しについて問う。 

市 長

⑵ 県道塗木大隅線の宮下地区についての改良計画はど

のようになっているか問う。 

市 長

⑶ 市道上松段馬場線の松山支所前から松山小学校方向

への改良計画はいまだ具体的に示されていないが、今

後の取り組みについて問う。 

市 長

４ 農業振興について ⑴ 水田基盤整備の進捗について問う。 市 長

⑵ 整備後の不良農地の現状は。また、それに対する対

応は万全であるか問う。 

市 長

11丸山 一 １ 植物の保護について ⑴ 貴重なフクロハイゴケ、バクチノキについて現状の

認識と対応策を問う。 

市 長

教育長

２ 農作物のブランド化

について 

⑴ コシヒカリの作付けが主流であった早期米につい

て、夏ほのかへの品種統一が図られたが、現状におい

ては知名度が低いためネオニコチノイド系農薬の不使

用を絡めたＰＲをすべきではないか。 

市 長

３ 防災について ⑴ 津波避難タワー設置について、現状と今後の進め方

について問う。 

市 長

12小園義行 １ 政治姿勢について ⑴ 所信表明で「志布志支所に本庁を置き、新たなまち

づくりを推進すべきである」と述べられ、今後段階的

に実行していくことを表明されているが、今後４年間

の取り組みを問う。あわせて、これまで12年間の議会

での議論をどう受け止めているのか問う。 

市 長

２ 選挙の対応について ⑴ 今回の選挙に関する問い合わせ等への対応について

問う。 

選挙管理

委員会

委員長

⑵ 障がいを抱えている市民の投票の在り方について、

投票しやすい環境を整えるべきではないか。 

選挙管理

委員会

委員長

３ 国保税について ⑴ 本市の税の滞納による差し押さえの状況を問う。 市 長

⑵ 国が示している国保税の滞納処分の基準をしっかり

と守れているのか。 

市 長

４ 高齢者福祉について ⑴ 敬老祝金は75歳以上の全ての人に支給するように見

直す考えはないか。 

市 長
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12小園義行 ５ 学校教育について ⑴ 学びやすい環境を作り、安心して学習に取り組める

ように、各学校にエアコン等の設置は考えられないか

問う。 

市 長

教育長
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１野村広志 １ 行財政運営の健全化

について 

⑴ 平成28年度から平成32年度までを期間とする中期財

政計画の目標達成に向け、これまでの実績や、これか

らの財政状況の見通しを踏まえ、今後どのような具体

的な目標を定めて行財政改革につなげていくのか考え

を問う。 

市 長

⑵ ふるさと納税等による財源確保への取り組みは成果

が見受けられる。今後の更なる自主財源の確保に向け

た考え方を問う。 

市 長

２小野広嗣 １ 施政方針について ⑴ ７つのまちづくりの基本目標の第４「生き生きと笑

顔で暮らせるまち」の項で、高齢者福祉について方針

が示されているが、政府は本年２月に「高齢社会対策

大綱」を閣議決定している。大綱は日本が高齢社会に

どう対応するかの指針であるが、本市ではこの指針を

受けて、高齢社会にどう対応していくのか問う。 

① 分野別基本的施策の１、就業・所得の項の「エイ

ジレスに働ける社会の実現に向けた環境整備」につ

いて。 

② 分野別基本的施策の３、学習・社会参加の項の「学

習活動の促進」と「社会参加活動の促進」について。

市 長

⑵ 基本目標の第７「市民とともに歩む「ムダ」のない

経営」の項で、「行政は最大のサービス業」であること

を常に意識するよう、職員の意識向上に取り組み、職

員一丸となって市政運営に邁進するとあるが、それに

は職員の力、やる気に応える適材適所の人事異動を行

うことが大事である。市長の人事異動の考え方につい

て問う。 

市 長

⑶ 基本目標の第１「郷と郷、人と人、物と物のつなが

りのあるまち」の項で、「コンビニ交付サービスの導

入・検討について委員会、専門部会を開催し、システ

ムの選定に取り組む」とある。多様化する住民の行政

ニーズに適切に対応していく取り組みであると期待す

るが、導入に向けての課題、システム構築にかかる経

費や運用コストについて問う。 

市 長

２ 住宅政策について ⑴ 市営住宅入居に際して、最近は連帯保証人を確保す

ることがますます困難な状況にある。時代に即応した、

連帯保証人要件を無くす条例改正も視野に入れ、検討

すべきではないか。 

市 長

⑵ 昨年４月に公布された「住宅確保要配慮者に対する

賃貸住宅の供給の促進に関する法律」（住宅セーフティ

ネット法）の一部を改正する法律を受けて、市ではど

のように対応しようとしているのか問う。 

市 長
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質 問 者 件   名 要           旨 
質問の

相手方

２小野広嗣 ３ 学校図書館の充実に

ついて 

⑴ 文部科学省は、「学校図書館ガイドライン」を策定し、

これからの時代にあった学校図書館の在り方を示し、

学校図書館について、学習センターや情報センターと

しての役割を求めている。今後、このガイドラインを

参考に、学校図書館の整備充実をどのように図ってい

くのか問う。 

教育長

３小辻一海 １ 環境行政について ⑴ 施政方針では平成32年度までとなっている生物多様

性地域戦略策定の進捗状況と今後の取り組みについて

問う。 

市 長

⑵ 生物多様性地域戦略策定に向けた市民参加の在り方

について問う。 

市 長

２ 道路行政について ⑴ 県道塗木大隅線大野原地区改良工事の完了時期につ

いて問う。 

市 長

⑵ 国道220号線沿いの上天神ガソリンスタンド前の歩

道整備と信号機設置に向けた進捗状況と今後の見通し

について問う。 

市 長

３ 六次産業化について ⑴ 六次産業化の推進が一次産業である農林水産業の振

興策として重要になってくると思うが、六次産業化の

推進に向けた今後の取り組みについて問う。 

市 長

４ 財源の裏付けについ

て 

⑴ 施政方針で「市民目線で市民が主役のまちづくり」

を政治理念に掲げているが、「市民生活の利便性向上」

の実現に向けた施策の財源の裏付けについて問う。 

市 長

４八代 誠 １ 防災行政について ⑴ 「志布志市防災計画」について 

① これまでの防災会議の開催状況について問う。 

② 防災会議の結果を踏まえた防災計画の見直しと、

その周知の在り方について問う。 

市 長

⑵ 「志布志市津波避難対策緊急事業計画」について 

① 策定に向けた進捗と今後のスケジュールについて

問う。 

② 最新版の「防災計画」と「津波避難対策緊急事業

計画」の関連について問う。 

市 長

２ 庁舎の在り方につい

て 

⑴ 施政方針で示された庁舎の在り方について 

① 「本庁舎移転検討委員会」の活動内容等について

問う。 

② 今後の「本庁舎機能移転」の具体的な手法につい

て問う。 

市 長

⑵ 志布志支所への移転は防災上、課題やリスクが大き

いと考える。対策はあるのか問う。 

市 長
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質 問 者 件   名 要           旨 
質問の

相手方

５尖 信一 １ 法令遵守について ⑴ 前市長の任期中であるが、ここ１年余り職員の不祥

事が散見される。法令遵守についてどのような指導を

しているのか問う。 

市 長

２ ふるさと納税制度に

ついて 

⑴ ふるさと納税制度については、かなり認知されてき

ているが、今後の推移をどのように予測しているか。

また、新たな寄附者獲得へ向けた取り組みについて問

う。 

市 長

⑵ 地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）への取り

組みにより、人口減少の歯止めと若者の所得増が図ら

れるのではないかと考えるが、本市の取り組み状況に

ついて問う。 

市 長

３ 学力向上について ⑴ 本県は巷では教育県と言われているが、本市ではこ

れまで学力向上に向け、どのような施策を実施してき

たか。また、現在の問題点等をどのように把握し、そ

の解決のため今後はどのような方針や手法で学力向上

を目指すのか問う。 

市 長

教育長

４ 補助金の在り方につ

いて 

⑴ 平成30年度当初予算の市単独の補助金はなぜ一律１

割カットだったのか問う。 

市 長

６市ヶ谷 孝 １ 介護保険について ⑴ 平成30年度から介護事業については、「施設から在宅

へ」「選択制介護へ」という国の方針が決まり、大きく

変化していく。介護事業者はこれまで以上に地域に密

着し、自立支援をサポートする事業所作りが求められ

る時代となってくる。財源も厳しさを増す中、各事業

所との連携など、このことにどのように取り組んでい

くのか問う。 

市 長

２ 選挙について ⑴ 平成28年の「公職選挙法等の一部を改正する法律」

の施行により、選挙権年齢の引き下げが行われたが、

本市においても投票率低迷は依然として課題であると

考える。他自治体では、選挙管理委員会が選挙公報を

発行するなど、投票率向上に取り組んでいるが、本市

でもこのことに取り組む考えはないか。 

選挙管理

委員会

委員長

７平野栄作 １ 防犯組織の拡充につ

いて 

⑴ 霧島市では、自主防犯パトロール隊として99の団体

が組織され、それぞれの地区で活動している。その構

成は、安全モニター・学校・自治会・タクシー会社・

郵便局・青年団・企業・第一工大生等、様々である。

本市では防犯協会の安全モニター・退職校長会・市役

所・民間団体がそれぞれ青パト活動を行っているが、

市内全域をカバーするには至っていないと感じる。安

心安全なまちづくりに向け、組織及び団体の拡充策に

取り組んでいく考えはないか問う。 

市 長
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質 問 者 件   名 要           旨 
質問の

相手方

７平野栄作 ２ 地域活性化策につい

て 

⑴ 新規事業として「地域コミュニティ形成促進モデル

事業」が提案されているが、コミュニティの活性化に

はあらゆる方向からのアプローチが必要になると感じ

ることから、以下の点について問う。 

① 本事業の具体的な取り組み内容を示せ。 

② １年かけて研究するとのことであるが、モデル事

業の結果を他の校区にどのように波及させていくの

か。 

③ 合併当初に取り組んだチャレンジデーへの参加も

効果的と考えるが、活用すべきではないか。 

市 長

教育長

８南 利尋 １ 地域活性化について ⑴ 自治会の衰退は、校区公民館の運営にまで影響する

ことが懸念される。今回の補正予算では、校区を単位

とした地域コミュニティ形成促進モデル事業が新たに

計上されているが、各自治会の活性化への対応はどの

ように実施していくのか問う。 

市 長

⑵ 各自治会の活性化には、自治会担当職員の役割を明

確にすることが重要になると思うが、考えを問う。 

市 長

２ 畜産振興について ⑴ 平成34年の全国和牛能力共進会鹿児島大会に向け

て、（仮称）志布志市全共対策協議会などの組織を立ち

上げ、和牛の改良と日本一連覇に取り組んでいく考え

はないか問う。 

市 長

⑵ （仮称）志布志黒毛和牛としてブランド化を目指す

考えはないか問う。 

市 長

３ 観光振興について ⑴ 施政方針で述べられた、観光入込客数120万人に向け

た本市の取り組みについて問う。 

市 長

⑵ ダグリ岬周辺整備については、陣岳国際の森を含め、

一帯となった整備が必要であると考えるが、本市の現

状と今後の計画について問う。 

市 長

９青山浩二 １ 環境行政について ⑴ 平成８年に発行された、ＩＳＯ14001（環境マネジメ

ントシステム）について、本市も認証を受ける考えは

ないか問う。 

市 長

⑵ 学校における環境問題解決等の普及啓発について、

児童・生徒と教職員が環境教育にどのように取り組み、

実践しているか問う。 

市 長

教育長

⑶ 子供たちが自ら考え行動することで、環境に優しい

心情を育むとともに、環境保全活動や環境問題の解決

に意欲的に関わろうとする姿勢や能力を育成すること

を目的とした、学校版環境ＩＳＯについて本市も認証

を受けるべきと考えるが、見解を問う。 

市 長

教育長
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質 問 者 件   名 要           旨 
質問の

相手方

９青山浩二 ２ 市内高等学校の支援

について 

⑴ 各種検定受検支援補助金は、志布志高校と尚志館高

校の特進科及び普通科の生徒を対象にしているが、尚

志館高校の他の学科の生徒にも支援できないか問う。

市 長

教育長

10東 宏二 １ 定住対策について ⑴ 奨学金の返還支援による定住対策の実施について問

う。 

市 長

教育長

２ 観光行政について ⑴ 観光入込客数120万人達成に向けた観光振興策とし

て種子島・屋久島航路の開設に取り組む考えはないか

問う。 

市 長

⑵ 枇榔島の桟橋については、破損した状態が長年続い

ている。関係機関等との協議を実施し、枇榔島を観光

資源として生かせるよう枇榔島への接岸を可能とする

桟橋の整備はできないか問う。 

市 長

11小園義行 １ 施政方針について ⑴ 新制度下で開始初年度を迎えた国保運営について

は、あらゆる状況に対応できるように取り組んでいく

と述べられているが、国保の現状をどのように認識し

ているか問う。 

市 長

⑵ 保険者努力支援制度に積極的に取り組み、自主財源

の確保に努めるとあるが、制度について問う。 

市 長

⑶ 年収400万円の４人家族（本人が30歳代、妻が30歳代

の専業主婦、子供２人）が国保に加入した場合と、同

じ家族が協会けんぽに加入した場合の本人負担は、そ

れぞれいくらになるか問う。 

市 長

⑷ 年収180万円で生活する単身フリーターの、国保と協

会けんぽの本人負担はそれぞれいくらになるか問う。

市 長

⑸ 子育て世帯の負担軽減策として子供の均等割を見直

す考えはないか問う。 

市 長

⑹ 負担軽減に向けて、国保への国庫負担割合の引き上

げや「（仮称）子供医療費無料化制度」を創設するよう、

国に要望すべきと思うがどうか。 

市 長

２ 子育て世代包括支援

センターについて 

⑴ 本庁の福祉課と保健課の間に設置されているが、場

所を含め見直す考えはないか問う。 

市 長

３ ＪＲ九州ダイヤ改正

について 

⑴ ＪＲ志布志駅は志布志中心市街地と港周辺地域の拠

点施設であると述べられているが、今回のＪＲ九州の

ダイヤ改正について本市としての要望をしたのか問

う。 

市 長

４ 行財政改革について ⑴ 各種団体等への補助金の在り方について、基本的な

考え方を問う。 

市 長
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質 問 者 件   名 要           旨 
質問の

相手方

11小園義行 ５ 福祉行政について ⑴ 敬老祝金の見直しについては、庁内で調査・研究し

たいと述べられているが、予算の範囲内で75歳以上全

員に支給することの方がより効果が大きいと考えるが

どうか。 

市 長

12鶴迫京子 １ 一般質問後の経過に

ついて 

⑴ 平成29年12月定例会での一般質問について 

① 安楽小学校区内への公園設置と、安楽公民館の駐

車場整備についての見解と進捗状況は。 

② 志布志小学校周辺地域のゾーン30について、その

後の取り組みは。また、安楽小学校周辺地域のゾー

ン30化はできないか。 

市 長

教育長

⑵ 平成28年12月定例会で、公共交通行政について質問

した。施政方針に公共交通ネットワークの再構築とあ

るが、その実現に向けた具体的な手法について問う。

市 長

⑶ 平成28年３月定例会で有明グラウンド横や有明地区

公民館のトイレ整備について質問した。その後の進捗

状況について問う。 

市 長

教育長

２ 施政方針について ⑴ 消防団員の資質向上を図り、車両・資機材・詰所の

整備、啓発活動により地域防災力の強化を図るとある

が、女性消防団がより活動しやすい環境の整備につい

てはどのように取り組んでいくのか問う。 

市 長

⑵ 防犯対策として、防犯カメラの設置も視野に入れな

がら犯罪発生率の低いまちを目指すとあるが、具体的

な設置計画があるのか。また、鉄道記念公園に優先的

に設置する考えはないか。 

市 長

教育長

⑶ 歴史のまちづくりを推進していくために、年次的に

志布志城跡の整備事業などスピード化を図るとある

が、史跡巡りの観光客に対する視点が不足していると

考える。周知するための看板設置や、周辺の環境整備

にも力を入れるべきではないか。また、27年９月に子

供の観光ガイド養成について質問したが、この制度を

導入して観光の目玉にする考えはないか。 

市 長

教育長

⑷ 救急医療体制について、３月の所信表明よりトーン

ダウンしたように感じられる。今後、具体的にどのよ

うに体制を整備していくのか問う。 

市 長
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質 問 者 件   名 要           旨 
質問の

相手方

１小野広嗣 １ 防災・減災対策につ

いて 

⑴ 昨年の９月定例会において、九州北部豪雨災害を受

け、我が地域での認識と対応について質問し、提案等

も行ったが、その後の取り組みと今回の平成30年７月

豪雨災害を受けての本市の今後の防災・減災対策の在

り方について問う。 

市 長

⑵ 大阪北部を震源とする地震により女子児童が亡くな

る事故が発生したことを受け、文部科学省は「学校施

設におけるブロック塀等の安全点検等状況調査」を依

頼している。本市での学校施設や通学路におけるブロ

ック塀等の安全確保について問う。 

市 長

教育長

２ バイオガスプラント

の活用について 

⑴ 北海道の鹿追町では、国内最大の家畜ふん尿処理施

設が稼動しており、そこから製造されるエネルギーの

一日の発電量は、一般家庭450戸分の電気使用量に相当

する。バイオガスを化石燃料の代替として使用するこ

とでＣＯ２をはじめとする温室効果ガスが削減され、

処理過程で生産される消化液は環境にやさしい高品質

の有機質肥料となり、還元されている。家畜ふん尿の

悪臭対策や環境の改善も図られ、余剰熱は売電の他、

新たな事業にも結び付いており、地域経済の活性化、

新たな雇用を創出し、見事な循環型社会を形成してい

る。本市でもこういった取り組みを参考にしながら、

畜産基地としての本市特有のバイオガスプラントの活

用に取り組む考えはないか問う。 

市 長

３ 中心市街地の活性化

について 

⑴ 中心市街地の活性化に向けた本市の今後の方向性に

ついて示せ。特に、活性化のための庁内の人的体制と

基本計画の作成、駅周辺の整備、空き家・空き地・空

き店舗対策、商店街の無電柱化等について問う。 

市 長

４ 食品ロス対策につい

て 

⑴ 年間食料生産量の３分の１が捨てられる食品ロスへ

の取り組みが全国で広がっている中、一昨年の６月定

例会で本市の食品ロス対策について質問した。本市の

その後の食品ロス削減対策の現状と周知徹底を提案し

た「30・10（さんまる・いちまる）運動」の更なる推

進について問う。 

市 長

教育長

２野村広志 １ 国際物流拠点志布志

港の高まる可能性につ

いて 

⑴ 市長自らが考える志布志港の将来ビジョンについ

て、「港湾機能の強化」、「まちづくり」、「市民目線」の

それぞれの観点から、思いを示せ。 

市 長

⑵ 志布志港からもたらされる経済波及効果について、

どのような分析がなされているのか問う。 

市 長
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質 問 者 件   名 要           旨 
質問の

相手方

２野村広志 １ 国際物流拠点志布志

港の高まる可能性につ

いて 

⑶ 国際バルク戦略港湾としての整備が動き始めている

が、国や県は、国内重要港湾として今後の志布志港を

どのような役割や位置付けで見ているのか問う。 

市 長

⑷ 鹿児島県における「農林水産物輸出促進ビジョン」

～攻めの農林水産業の実現に向けて～の策定を受け

て、志布志港を中心とした物流機能強化が、今後更に

求められると思う。そこで、国や県の政策を踏まえた

中で、港湾を抱える地元自治体としての考えを問う。

市 長

⑸ 今後、志布志港が農林水産物の輸出港として更に飛

躍するために真に必要な、輸出に至るまでの手順や、

インフラ等の整備のための施策や戦略について問う。

市 長

３小辻一海 １ 郷土芸能・祭りの保

存、継承と振興につい

て 

⑴ 高齢化や人口減少などにより、伝統的な郷土芸能や

祭りが各地で無くなりつつある。市内の現状と次世代

への継承、保存に向けた取り組みについて問う。 

市 長

教育長

２ 観光行政について ⑴ 本市の地域活性化やまちづくりに最重要となる観光

行政について、今後どのように取り組む考えか、以下

の点について問う。 

① 歴史のまちづくり事業について 

② ダグリ岬周辺の整備について 

③ ＪＲ志布志駅舎等整備事業について 

市 長

教育長

４岩根賢二 １ インターチェンジの

名称について 

⑴ 2020年に供用開始が予定されている東九州自動車道

の本市内のインターチェンジについて、独自の名称を

提案する考えはないか。 

市 長

２ 運転免許証自主返納

支援事業について 

⑴ 現在のタクシー利用券交付の他にも支援策は考えら

れないか。 

市 長

３ 本庁舎移転について ⑴ 「本庁舎移転検討委員会」では、今までにどのよう

な項目について協議したか。 

市 長

⑵ 「移転」の時期をいつ頃と想定しているのか。 市 長

⑶ 市民への説明の場を早い時期に設けるべきではない

か。 

市 長

５尖 信一 １ 観光特産品協会の在

り方について 

⑴ 本市は特産品や観光の振興に向けて、協会をどのよ

うに位置付けているのか。また、今後どのように連携

をしていくのか問う。 

市 長

⑵ ふるさと納税の一部委託業務を担っているが、現状

を最適な委託方法と考えているのか問う。 

市 長

２ 志布志城の再興につ

いて 

⑴ 志布志の山城について、部分的にでも短期間のうち

に再興する考えはないか問う。 

市 長

教育長
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質 問 者 件   名 要           旨 
質問の

相手方

５尖 信一 ２ 志布志城の再興につ

いて 

⑵ 滞在型観光を図るための山城を整備し、他の自治体

と連携して本市の観光資源を最大限に利用して、観光

入込客の獲得を図るべきと考えるが、見解を問う。 

市 長

３ 防災対策について ⑴ 現在の防災対策で万全なのか、想定外を排除した計

画となっているのか問う。 

市 長

⑵ 津波避難対策としての避難タワー建設の具体的な進

捗状況について問う。 

市 長

⑶ 避難訓練が行事化しており、より現実に即した避難

訓練になるよう、昼夜を問わない避難訓練の実施を検

討すべきと考えるが、見解を問う。 

市 長

４ 上町通りの活性化に

ついて 

⑴ 公約で本庁機能の一部を志布志支所へ移転すること

で、商店街の活性化を図るとしているが、志布志支所

周辺の各自治会が管理する街灯をＬＥＤ等に変更する

ことで、負担軽減を図る考えはないか問う。 

市 長

６丸山 一 １ 外来生物の駆除につ

いて 

⑴ 近年、市内各地において外来生物のハリビユ（とげ

草）、スクミリンゴガイ（ジャンボタニシ）、キオビエ

ダシャク、アカミミガメ（みどり亀）の大発生が見ら

れる。駆除に取り組むべきと考えるが、見解を問う。

市 長

２ ブロック塀等の安全

対策について 

⑴ 大阪市内の小学校敷地のブロック塀が地震により倒

壊し、小学生が犠牲になる痛ましい事故が発生したが、

市内の公的施設の調査とその対応は進んでいるのか問

う。 

市 長

教育長

⑵ 市道等でブロック塀等が、緊急車両の通行の妨げに

なっている箇所や、倒壊の危険性がある箇所を把握し

ているか問う。 

市 長

７南 利尋 １ 環境の保全管理につ

いて 

⑴ 地域においては、自治会単位での草払い等の景観保

全が困難になってきている。市は景観維持・保全に向

け、どのように考えているか問う。 

市 長

⑵ 港湾地区における環境整備について、市民の声や現

状を関係機関で共有し、対応できる体制が必要ではな

いか。 

市 長

２ 安全対策について ⑴ 先日、港湾地区において交通死亡事故が発生したが、

関係機関と連携した安全対策が必要ではないか。 

市 長

⑵ アピア前の市駐輪駐車場において、月２回の資源ご

み収集が行われているが、頻繁に行き交う人や車に対

する安全対策は万全か。 

市 長

⑶ 市内の防犯カメラの設置状況について問う。 市 長
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７南 利尋 ３ 観光振興について ⑴ ダグリ岬周辺は、観光振興計画において重点地域に

位置付けられているが、危険箇所や景観の悪い箇所が

散見している。早期に改善すべきではないか。 

市 長

⑵ 観光入込客120万人に向け、港を生かした観光地整備

は考えられないか。 

市 長

⑶ 観光客のニーズは多種多様であり、思いも寄らない

ツアーが人気となることもある。本市でも既存施設を

活用し、新たなツアーを検討すべきではないか。 

市 長

４ 移住定住対策につい

て 

⑴ 元気なまちづくりには、若者の移住定住が必要不可

欠である。本市の現状に魅力を感じないという若者の

声を多く聞くが、移住定住策の一環として、若者の意

見を聞き、施策の参考にするような仕組みづくりに取

り組む考えはないか問う。 

市 長

８久井仁貴 １ 志ふれあい交流館に

ついて 

⑴ 志ふれあい交流館はどのような目的で造られたのか

問う。あわせて現在の活用状況を問う。 

市 長

２ 市立図書館について ⑴ 市立図書館の有効活用、利用者の利便性向上を図る

ため、パソコン等を持ち込んで使用できる環境、スペ

ースの確保はできないか問う。 

市 長

教育長

３ 有害鳥獣対策につい

て 

⑴ 本市における有害鳥獣による被害状況を問う。あわ

せて有害鳥獣による被害を減少させるための対策につ

いて問う。 

市 長

９平野栄作 １ 環境行政について ⑴ 本市では、「志布志市ポイ捨て防止条例」が制定され

ており、市の責務として「市民等及び事業者と一体と

なって、共生協働によるポイ捨てのない美しいまちづ

くりの推進に必要な施策を実施しなければならない」

とあるが、以下の点について問う。 

① 不法投棄の現状と本条例違反の該当件数を示せ。

② 事業者へも責務を課しているが、具体的にはどの

ようなものがあるのか。 

③ 取り組みから10年以上が経過したが、新たな施策

の検討も必要ではないか。 

市 長

⑵ 小中学校における環境学習の現状と成果をどう認識

しているか。 

教育長

２ 指定管理施設の運営

について 

⑴ 志布志市開田の村管理組合は、指定管理者として開

田の里公園と農業歴史資料館等の管理運営を行ってい

るが、他の指定管理者はＮＰＯや公益財団、社団法人、

社会福祉法人、有限会社、株式会社などである。今後

安定的に継続性を持たせ、施設の持つ特性を生かした

活動をこれまで以上に広く展開するには、ＮＰＯ化も

必要と考えるが見解を示せ。 

市 長

教育長
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９平野栄作 ３ 地域活性化への取り

組みに対する支援策に

ついて 

⑴ 志布志港を中心に、港の周囲は今後相当規模の発展

が期待されるが、その後背地においては自治会の少子

高齢化をはじめとするあらゆる問題が山積している。

各地区では地域活性化を目指し、地区毎の特性を生か

した取り組みも重要になっていくと思う。これらの取

り組みに対して、市はどのようにバックアップしてい

くのか。 

市 長

10八代 誠 １ 雇用について ⑴ 本市の雇用創出状況及び就業の実態について問う。 市 長

⑵ 厚生労働省が示す「平成30年度地域別最低賃金改定

状況」、総務省が示す市区町村「ラスパイレス指数及び

平均年齢・平均給与月額等」の数値について、市長の

見解を問う。 

市 長

⑶ 本市でも労働現場においては外国人技能実習制度に

より、外国人実習生を受け入れている農家が増加して

いる。国に対して、外国人実習生を受け入れられる職

種の拡大などの「特区」を提案する考えはないか問う。

市 長

11持留忠義 １ 茶業振興について ⑴ 緑茶の販売価格は消費の停滞により依然として厳し

い状況にある。そこで、リーフ茶、ドリンク類・イン

スタントティー、てん茶、発酵系茶のそれぞれの現状

認識とその対策について問う。 

市 長

２ 畜産振興について ⑴ ここ10年間の推移を見ても50％近く肉用牛の飼養戸

数・飼養頭数共に減少しているが、減少対策と増頭施

策について、市の見解を問う。 

市 長

⑵ 肉用牛肥育経営安定特別対策事業の実績について問

う。あわせて現在この事業は発動しているのか問う。

市 長

12鶴迫京子 １ 観光行政について ⑴ 平成20年６月定例会で陣岳の国際の森について質問

しているが、国際の森をはじめとしたダグリ岬周辺を

一体的に捉え、本市の観光の目玉として総合的に取り

組む考えはないか問う。 

市 長

２ 福祉行政について ⑴ 団塊の世代の高齢化による多死社会を迎える前に、

死亡後、自治体が納骨など人生の締めくくりを手助け

する「終活」支援事業が広がっている。神奈川県大和

市・横須賀市、千葉県千葉市など先進事例に倣い、本

市でも納骨までの公的支援事業に取り組む考えはない

か問う。 

市 長

13小園義行 １ 福祉行政について ⑴ 本市及び市内民間事業所の障がい者雇用の現状を問

う。 

市 長

教育長

⑵ 障がいのある子供たちが通う、放課後等デイサービ

スの現状を問う。 

市 長
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13小園義行 １ 福祉行政について ⑶ 放課後等デイサービスについて、４月の報酬改定に

よる影響を問う。 

市 長

⑷ 敬老祝金は75歳以上全員に予算の範囲内で支給した

方が効果は大きいと考える。見直しは考えられないか

問う。 

市 長

２ 農業振興について ⑴ ネオニコチノイド系農薬の普通作での使用状況につ

いて問う。 

市 長

⑵ 斑点米の割合による国の等級判定制度を見直すよう

国に声をあげるべきと思うがどうか。 

市 長

３ 青年就農給付金事業

について 

⑴ 青年就農給付金事業による新規就農者の推移につい

て問う。 

市 長

⑵ 国は、本事業について中間評価制度を導入している

が、その影響について問う。また、本市ではその評価

の見直し基準を策定しているのか問う。 

市 長

４ 男女共同参画につい

て 

⑴ ＬＧＢＴに対する認識と、本市の啓発や対応につい

て問う。 

市 長

教育長
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１野村広志 １ 農業施策について ⑴ 米国を除く環太平洋連携協定参加国による新協定

「ＴＰＰ11」の発効が間近に迫っている中、本市の基

幹産業である農業にどのような影響が懸念されるの

か。また、影響を抑える支援策について問う。 

市 長

⑵ 「ＴＰＰ11」の発効に備えて、儲かる農業の仕組み

づくりに向けた本市の農業施策をどのように導いてい

く考えなのかを問う。 

市 長

⑶ 国会において、出入国管理法改正案を巡り新たな在

留資格を創設する議論が進められている中、本市の農

業分野での外国人技能実習生の受け入れ状況と課題に

ついて問う。 

市 長

⑷ 外国人技能実習生を受け入れている農業経営体の

方々は、外国人が地域で円滑に暮らせるよう日常の生

活に細かく気を配っている。実習生を受け入れている

農業経営体への支援の現状について問う。 

市 長

⑸ 農業用廃プラスチックの処理費の高騰により、農家

の負担が増している。本市の現状について問う。 

市 長

⑹ 国においては、農業用廃プラスチックの処理施設新

設に対する支援策を強化する動きがあるが、本市とし

ても取り組む考えはないか問う。 

市 長

２小野広嗣 １ 市民と行政の協働に

よるまちづくりの推進

について 

⑴ 少子・高齢化や価値観の多様化等による社会環境の

変化により、地域の課題は増加し、画一的な行政サー

ビスから、市民のニーズにあった課題解決の方法が強

く求められているが、その全てを行政が解決すること

は困難な状況となってきている。今後は、市民と行政

の協働によるまちづくりを推進する新しい仕組みづく

りを構築する必要があるのではないか。 

市 長

⑵ 総務常任委員会の所管事務調査で訪れた岩手県一関

市では、地域づくりの在り方について「行政主導型」

から地域と行政が連携して進める「地域協働型」への

転換を図るため、地域協働体の体制強化と活動支援を

柱とした各種制度の構築から実施に至るまでの基本的

な事項を定めた「一関市地域協働推進計画」を定めて

いた。地域協働体が地域で議論し、地域全体の将来像

を描きながら、地域の特性を生かした事業や、地域の

課題解決につながる事業を進めており、参考になった。

本市においても、市民と行政との「協働推進計画」を

策定すべきではないか。 

市 長
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２小野広嗣 ２ 市民サービスの向上

について 

⑴ 市役所は、志布志市における最大のサービス業であ

り、市民はお客である。いかに市民のために働き、喜

んでもらえるかが重要である。接遇研修等も行われて

いるが、職員の市民への対応について、市長は就任以

降、どのように認識し、評価しているのか。 

市 長

３ 公用車へのドライブ

レコーダーの設置と無

事故対策について 

⑴ 公用車へのドライブレコーダーの設置は、公用車を

運転する職員の安全運転の意識を向上させるととも

に、事故が発生した際、責任の明確化と処理の迅速化

を図るという効果もあり、既に多くの自治体で導入さ

れている。本市も公用車の購入の際には、ドライブレ

コーダーを設置しているが、ドライブレコーダーは移

動可能な防犯カメラとしても非常に有効であり、事故

防止と犯罪防止のためにも、前倒しして設置台数を増

やすべきではないか。 

市 長

４ 幼児教育の無償化に

ついて 

⑴ 国は幼児教育の無償化について、生涯にわたる人格

形成の基礎を培う幼児教育の重要性や、幼児教育の負

担軽減を図る少子化対策の観点などから、消費税率引

き上げ時の2019年10月１日からの実施を目指してい

る。実施までの期間が短く、新たな財政負担も必要に

なるなど課題も多いと思うが、どのように認識し、対

応しようとしているのか。 

市 長

教育長

３尖 信一 １ 教育行政について ⑴ 本年度の本市の全国学力・学習状況調査の結果につ

いて、どのように捉えているか問う。また、その結果

に対する具体的な対策について問う。 

市 長

教育長

⑵ 本市の小・中学校に在籍する教職員の勤務実態は、

現在国が進めている働き方改革の主旨に沿っている

か。また、教職員が効率的に校務を行えるような対策

をとっているか問う。 

市 長

教育長

２ 防災対策について ⑴ 11月に実施した防災訓練における問題点の把握と、

その改善点について問う。 

市 長

⑵ 本市の消防団員の、防災に対する日々の活動及び研

修会等への参加状況について問う。 

市 長

３ 個人情報保護法の運

用について 

⑴ 昨年の個人情報保護法の改正後に、様々な補助団体

の地域活動に支障を来たしている。この改正を受け、

どのように団体の活動を支援しているか問う。 

市 長

教育長

４ 中心市街地の活性化

について 

⑴ 中心市街地の空洞化に対し、どのようなまちの将来

像を描いているのか、今後のまちづくりについて問う。

市 長

４青山浩二 １ 税外収入について ⑴ 市の財源確保のため、公共施設の命名権売却（ネー

ミングライツ）を導入する考えはないか問う。 

市 長

教育長
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４青山浩二 ２ 体育施設の整備につ

いて 

⑴ 有明野球場周辺に屋内練習場を整備する考えはない

か問う。 

市 長

教育長

⑵ 有明野球場のスコアボードを電光掲示板にする考え

はないか問う。 

市 長

教育長

⑶ 有明野球場の内外野を囲むコンクリートフェンス

を、選手の事故や負傷を防ぐ観点から、ラバーフェン

スに改良する考えはないか問う。 

市 長

教育長

３ 伊﨑田地区定住促進

住宅用地について 

⑴ 本年６月に分譲を開始し、７区画が全て売却された

伊﨑田地区定住促進住宅用地のうち、２区画が建築前

の地質調査において、軟らかい層の不均一な分布によ

り、建築物の安全性が確保できないとの判断がされて

いる。分譲地購入者は地盤改良工事に係る費用負担を

余儀なくされることになる。購入者の負担軽減をはじ

め、分譲地の安全確保について、市としてどのように

関わっていくのか問う。 

市 長

５八代 誠 １ 有害鳥獣被害対策に

ついて 

⑴ ここ数年における本市の有害鳥獣被害への対応策と

実績について問う。 

市 長

⑵ 有害鳥獣被害対策については様々な課題があること

を踏まえ、今後どのように対応していく考えか問う。

市 長

６南 利尋 １ 福祉行政について ⑴ 福祉タクシーなど、福祉サービス利用者から接遇に

対する意見や要望を聞く。どのように改善していく考

えか問う。 

市 長

２ 公共施設の活用つい

て 

⑴ 利用手続きを簡素化するなど、既存の公共施設を活

用し、健康増進や交流を図る考えはないか問う。 

市 長

３ 農畜産業の振興につ

いて 

⑴ 志布志市産の農畜産物の販路確保の在り方について

問う。 

市 長

４ 観光振興について ⑴ 近隣自治体では、観光振興計画が着実に進められて

いるように見受けられる。本市の現状について問う。

市 長

⑵ 旧志布志町で取得した夏井、陣岳地区の市有地の利

活用について問う。 

市 長

５ 中心市街地の活性化

について 

⑴ 中心市街地には、多くの空き店舗が見受けられる。

行政としても空き店舗解消に向け様々な情報発信をし

ていくべきではないか。 

市 長

６ 公用車の広告につい

て 

⑴ 公用車を市内企業の広告（ラッピング）に利用すれ

ば、志布志市のアピールとともに、安全に心掛けた運

転等コンプライアンスにもつながると考えるが、取り

組む考えはないか問う。 

市 長
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７市ヶ谷 孝 １ 防災行政について ⑴ 本市では、毎年11月１日に地震・津波防災訓練を実

施しているが、市長としてはじめて臨んだ今年度の防

災訓練をどのように捉え、分析されたのか問う。 

市 長

⑵ 想定外の規模の災害が多発する近年、本市における

被災時の状況想定も思考を止めることなく、常に考え

改善していかなければならない。「備えていたことしか

役には立たなかった。備えていただけでは十分ではな

かった」という言葉を耳にするが、緊急時に市民の生

命を守るためには、平時の準備が大切である。そこで

下記の項目について市長の考えを問う。 

① 避難タワーの設置箇所を含めた避難場所の在り方

について 

② 非常食の備蓄状況について 

③ 異なる住環境にある各家庭の避難経路の確保につ

ながる周知の在り方について 

市 長

８鶴迫京子 １ 子育て支援について ⑴ 産前産後ママサポート事業について 

文教厚生常任委員会の所管事務調査で訪れた長崎県

島原市では、出産前後の育児や家事に係る負担を軽減

し子育て家庭を支援するため、出産前２か月から子ど

もが１歳を経過する日までの期間にある妊産婦に対

し、育児及び家事等の援助を行う「産前産後ママサポ

ーター」を派遣する事業を実施している。本市におい

ても先進事例に倣い、事業を導入する考えはないか。

市 長

⑵ すこやか赤ちゃん支援事業について 

少子化対策の一環として、子育て家庭の経済的負担

を軽減し安心して子どもを生み育てることのできる環

境を目指し、紙おむつや粉ミルク等赤ちゃんの育児用

品購入費用の一部を助成する事業も実施している。本

市においても導入する考えはないか。 

市 長

２ 学校給食費の無償化

について 

⑴ 同じく佐賀県みやき町では、学校給食費の無償化に

ついて調査した。市長の公約で学校給食費の無償化を

明言されているが、現在の進捗状況と今後の取り組み

について問う。 

市 長

教育長

３ 高齢者福祉について ⑴ 有明会場で開催した議会主催の「市民と語る会」に

おいて、ひとり金婚式の在り方について、意見・要望

があった。このことについて市長の考えを問う。 

市 長

４ 交通行政について ⑴ 本市の福祉タクシーや通学バスなども含めた総合公

共交通システムの構築に向けた取り組みの進捗状況と

今後の方向性を問う。 

市 長

教育長
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９小園義行 １ 嘱託職員等の働き方

について 

⑴ 会計年度任用職員制度に向けての対応について問

う。 

市 長

⑵ 新制度下での嘱託職員等の働き方はどのように変わ

るのか問う。 

市 長

⑶ 新制度で自治体の役割はどうなるのか問う。 市 長

⑷ 障がい者雇用についてどのように考えているのか問

う。 

市 長

２ 正規職員の働き方に

ついて 

⑴ 正規職員の病休等での欠員に対する対応は、現状を

把握したうえで早急に十分な対応が必要と考えるが、

どのように対応されているのか問う。 

市 長

⑵ 現在、本市の障がい者雇用については身体障がい者

が主となっているが、知的障がい者や精神障がい者の

雇用について、どのように考えているのか問う。 

市 長

３ 福祉行政について ⑴ 国において保育所保育指針が改定され４月から施行

された。10項目からなる「幼児期の終わりまでに育っ

てほしい姿」が新設された。このことをどのように受

けとめているか。また、それぞれの法人への対応につ

いて問う。 

市 長

教育長

４ 水道事業について ⑴ 国会において水道事業の民営化が議論されている。

この法案に対する管理者の考えを問う。 

市 長

⑵ 修繕等に対応できる有資格者を市職員として採用

し、安定的に運営できる体制を確保する考えはないか

問う。 

市 長

５ 漁業振興について ⑴ 漁業法改定案が国会で審議されている。どのように

受けとめているか問う。 

市 長

６ 農林業振興について ⑴ 有害鳥獣被害の状況と今後の対応策をどのように考

えているか問う。 

市 長

７ 教育振興について ⑴ 学校へのエアコン設置に向けての今後の取り組みを

問う。 

市 長

教育長


